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六
、
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菌
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画
相
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七
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嫡

要
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国九

圃
版
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設
明
(
筋
一

l
第六回)・・・・・・・・・襲。

二
、
病

三
、
病
菌
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形

.
-
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z
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四四六

図
、
病
菌
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は
国
養
的
佐
賀
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四四六

-
、
緒

雷

観
賞
植
物
と
し
て
庚
く
栽
植
さ
れ
て
居
る
ギ
シ
モ
ク
セ
イ
の
生
葉
に
、

一
種
不
整
形
の
褐
色
斑
紋
を
生
じ
被
害
葉
は
期
な
ら
守
し
て
落
下

す
る
病
害
が
あ
る
。
本
病
は
一
種
ヒ
ロ
ス
チ
ク
グ
(
』
U

』
三
宮
司
令
官
〉
属
菌
の
寄
生
に
よ
る
物
で
、
該
病
菌
の
本
邦
に
於
け
る
存
在
は
未
だ
知

ら
れ
て
な
い
か
ら
、
裁
に
之
が
費
生
堂
報
巴
共
性
棋
を
簡
単
に
記
載
す
る
。

-
-
、
病

徹

病
斑
は
最
初
葉
先
又
は
共
他
の
部
分
に
淡
褐
色
で
南
面
性
の
小
斑
黙
と
し
て
現
は
れ
、
漸
弐
揖
犬
し
後
に
は
不
規
則
危
る
大
班
と
去
り
径

ギ
ン
モ
グ
セ
イ
の
褐
斑
病
に
就
い
て

四
四
五



r
f
ν

モ
タ
セ

4
の
咽
情
斑
病
に
就
い
て

国
間
四
六

二
五
m
或
は
夫
以
上
と
な
る
。
偽
二
l
一
一
一
個
病
斑
が
融
合
し
て
葉
函
の
大
半
を
占
む
る
病
斑
を
形
成
す
る
事
が
あ
る
・
病
斑
の
層
遣
部
は
楠

浪
禍
色
の
微
か
に
隆
起
せ
る
明
瞭
な
る
輪
廓
を
有
し
健
全
部
と
直
劃
せ
ら
れ
る
。
病
勢
の
進
展
し
た
物
で
は
共
内
に
小
黒
離
を
散
生
す
る
。

被
害
葉
は
漸
次
槌
色
し
絡
に
は
脱
落
す
る
。
本
病
は
普
通
共
蔓
延
が
激
烈
で
は
な
い
が
、
軟
弱
に
生
育
し
た
苗
木
或
は
通
風
悪
し
き
場
所
に

栽
植
さ
れ
た
樹
に
ほ
屠
惨
容
を
呈
す
る
事
が
あ
る
e

三
、
病

薗

の

形

態

病
斑
の
内
部
に
生
4
y
る
小
黒
蹟
は
本
菌
の
柄
子
殻
で
最
初
は
表
皮
下
に
生
じ
後
表
皮
を
破
っ

τ孔
口
部
を
突
出
す
る
。
柄
子
殻
は
何
れ
も

皐
生
し
稀
れ
に
群
生
し
‘
球
形
或
は
扇
球
形
を
な
し
梢
著
し
く
突
出
せ
る
顕
部
を
有
す
る
。
殻
壁
は
薄
田
膚
で
一
ニ
|
四
暦
の
細
胞
よ
り
友
hv
淡

墨
色
を
呈
す
る
。
直
径
二
ハ

O
i一一一二
Oμ
、
高
さ
八

O
J
一
二

o
n、
頭
部
は
長
さ
五

O
l六
五

μ
、
太
さ
四
五
l
五
五

μ。
柄
胞
子
は

無
色
摩
胞
で
長
楕
間
形
を
な
し
雨
端
鈍
顕
或
は
僅
か
に
尖
る
。
内
に
二

l
六
個
の
油
球
を
含
み
載
中
二
桐
は
他
よ
り
も
穴
形
で
あ
る
。
柄
胞

子
の
長
さ
除
六
?
九
・
五

μ
、
幅
は
ニ
・
五
!
三
・
五
β

、
平
均
七
・
八
×
三
・
一

μ
守
あ
る
?
褒
芽
に
際
し
で
は
膨
太

L
て
中
央
に
一
個
の
隔

膜
を
生
や
る
事
が
あ
る
。
子
柄
は
無
色
棒
般
大
さ
七
・
五

l
八・

O
×
一
・
ニ
!
二

μ
、
平
均
七
・
五
×
一
・
二
五

μ
で
あ
る
。

目
、
病
菌
の
培
養
的
性
質

被
害
部
の
柄
子
殻
か
ら
皐
胞
子
培
養
を
分
離
し
た
。
之
を
馬
鈴
薯
煎
汁
寒
天
、
稲
葉
煎
汁
寒
天
及
び
一
%
萎
芽
エ
キ
ス
寒
天
の
各
斜
面
培

養
基
に
植
付
け
丸
e
植
付
け
る
に
は
僅
一
『
一
粍
色
白
金
環
を
使
期
し
栂
付
後
は
直
ち
に
一

O
、
一
五
、
二
O
、
二
四
、
二
七
、
一
一
一
O
及
び
三
三



度
の
各
定
湿
器
内
で
培
養
し
た
。
供
試
菌
は
第
一
及
び
三
系
菌
で
二
日
乃
至
五
日
間
培
養
の
結
果
は
戎
の
如
く
で
あ
る
.
《
第
一
表
参
照
)

ィ
、
馬
鈴
薯
煎
払
川
選
天
培
養
基
上
の
強
宵

培
養
二
日
聞
に
於
で
は
二

O
度
か
ら
一
二

O
度
に
於
て
良
く
護
育
し
二
七
度
で
最
も
良
く
費
育
L
た
。
培
養
五
日
間
で
は
一

O
度
に
で
鞘
々

登
育
し
一
一
一
一
日
一
度
に
於
で
は
向
護
育
が
悪
い
様
で
あ
る
。
二
O
度
か
ら
一
ニ

O
度
に

E
b第
一
系
菌
は
空
中
菌
糸
豊
富
で
あ
る
が
、
第
三
系
薗
は

梢
少
な
く
、
雨
系
と
も
基
中
菌
糸
は
溢
育
綾
色
に
着
色
す
る
も
柄
子
殻
の
形
成
を
認
め
な
か
っ
た
、

一
五
日
後
に
於
で
は
二
四
度
及
び
二
七

度
に
共
柄
子
殻
形
成
を
見
た
。

一
O
度
及
び
三
一
一
一
度
附
近
で
は
全
く
叢
育
せ
な
か
O
た。

ロ
、
稲
藁
煎
汁
寒
天
培
養
基
上
の
護
育

二
日
間
培
養
に
於
て
は
各
温
度
共
馬
鈴
薯
寒
天
に
比
し
費
育
劣
り
、

一
O
度
で
梢
々
登
育
し
三
三
度
で
は
蛮
育
せ
・
千
五
日
間
培
養
に
て
も

空
中
菌
糸
は
共
に
少
な
く
基
中
薗
糸
は
梢
k

次
補
色
に
着
色
し
た
。
柄
子
裁
は
一
五
日
培
養
に
於
て
二
四
度
及
び
二
七
度
に
形
成
さ
れ
た
。

ハ
、
一
係
葬
芽
エ
キ
ス
寒
天
培
養
基
上
の
費
育

二
日
間
及
び
五
日
間
培
養
共
馬
・
鈴
導
寒
天
稲
葉
寒
天
の
そ
れ
に
比
し
護
育
悪
レ
く
一
五
度
か
ら
一
二

O
度
に
於
て
費
育
し
一
二
三
度
で
は
会

4

登
古
n
せ
や
答
申
菌
糸
は
雨
系
共
全
く
た
く
基
中
菌
糸
は
無
色
で
あ
る
。
五
日
及
び
一
五
日
培
養
に
於
て
も
柄
子
器
の
形
成
を
認
め
-
な
か
っ
た
。

玉
、
本
菌

の

病

原

性

本
病
菌
の
ギ
シ
号
ク
セ
イ
の
他
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
オ
ホ
パ
イ
ボ
タ
、
オ

p
l
プ
及
び
キ
ソ
ケ
イ
等
の
近
似
の
種
類
に
到
す

ギ
Y
そ

2
セ
イ
の
褐
涯
病
に
就
い
て

四
四
七



ギ
Y

モ
グ
セ
イ
の
禍
斑
病
に
就
い
て

四
四
八

る
病
原
性
を
確
か
め
ん
揺
寒
天
の
純
粋
培
養
菌
赫
を
接
種
し
た
・
接
種
の
方
法
は
新
葉
の
琵
生
せ
し
も
の
か
ら
三
1
四
葉
着
生
の
新
枝
を
勢

取
り
、
之
を
底
に
清
水
を
入
れ
た
高
さ
一
二
糎
の
深
底
ペ
ト
リ
1
皿
に
新
枝
の
切
口
生
水
に
浸
し
暫
く
査
を
な
し
で
漁
潤
に
保
た
。
此
の
葉

の
表
裏
共
に
針
頭
に
て
コ
一

l
凶
の
刺
傷
を
附
し
、
叉
は
無
傷
の
も
の
に
一
係
葬
芽
エ
キ
ス
寒
天
培
養
基
に
二
七
度
で
五
日
間
培
養
の
菌
叢

を
径
三
粍
の
白
金
環
で
寒
天
と
共
犯
切
り
取
り
傷
の
部
分
に
接
種
し
。
弓
接
種
・
中
は
温
室
内
で
日
演
を
な
し
温
度
は
二
五
度
上
一
-
一

O

軍主

一
五
日
後
陀
は
病
斑
機
大
し
て
柄
子
殻
を
形
成
す
る
も
の
も
あ

下
し
た
。
斯
し
て
接
種
五
日
後
に
は
既
に
或
る
部
分
に
は
菌
綿
の
浸
入
し
、

滋

出*

也
鳴
い
、
市
、
占
川

4
8川
閣
制
附
洲
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琳
耕
作
品
叩
酷
皆
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罰
法
司
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民
僻
G
除
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耳
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用
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潮
時
刻
・
沖
。

っ
た
。
邸
中
勺
第
二
表
の
如
く
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
は
有
傷
の
場
合
は
表
裏
共
殆
ん
ど
七
O
l
A
o
u
wが
侵
さ
れ
共
の
侵
入
も
速
や
か
で
あ
h
夕
、

五
日
後
に
は
侮
約
九

l
一
一
一
一
粍
に
及
ぶ
病
班
を
生
じ
た
.
柄
子
殻
は
接
種
し
た
反
封
側
に
病
斑
全
面
に
念
速
に
形
成
さ
れ
た
。
又
薗
の
侵
入

ギ
Y

そ
グ
セ
イ
の
禍
斑
錆
に
就
い
て

咽
四
九



ギンモクセイ禍斑病菌のギンモク~イ

及類似種の葉に封する接種試験

第二表

r〒

ν
モ
P
セ
イ
の
帽
儒
涯
病
に
民
い
て

陣
玉
O

15日間

接種即位 筒 一 回 Il' 験 第 二 回賓厳
供滋植物方唱.曲J法

倭穏徹;授鰍|柄子敏|鷺接種敏|酬敏|種子歓152
表函無傷 4 10 1 10 1510 1 10 

裏面。 410 1 10 1510 1 10  
~:/モクセイ

表面劇j傷 12 1 10 1 4 1 84 1 5 1 3 1 1 印

裏面 H 12 1 10 1 3 83 1 9 1 8 1 2 88 

表面無傷 4 10 1 1 0 1 4 10 1 1 0 

裏面" 14 101 10 1410 1 10  
キシモクセイ

き壁面刺傷 10 1 5 ー 印 6 1 4 1- 1 66 

裏面H 1o 1 7 1 - 1 710 4 1 3 1 - 75 

表菌剤l傷 10 1 3 I - I 30 I 12 I 1 I - I 8 
オホパイボタ

裏面" 1 10 1 4 1 2 40 111 1 3 1 2 37 

裏面耳目j傷 410 111914 1- 144 
オリーダ

裏面" 16151- 回 9 1 5 1 - 56 

表面糊 10 1 0 | 0 泊 。 。
ヒイラギ

裏面，， 18 1011011310 1 10

…I ::~IO : I ~ ~ I I 

〈質事一系碕〉

を
受
け
あ
ゐ
設
に
葉

は
直
ち
に
葉
柄
の
離

暦
部
よ
り
離
股
し

ぇ
，
第
↓
圃
は
接
種

し
た
薬
で
左
は
表
面

に
接
種
し
て
裏
面
か

種ら
し
て右
表は
面裏
か面
らに
見接

た
病
斑
で
、
左
に
は

柄
子
殻
の
小
黒
黙
を

生
巴
て
居
る
。
之
に

イ土k
はし
有 ・て
傷キ
のシ
場モ
合ク
五セ

O
l七
O
M
の
侵
入

を
示
す
も
共
の
護
育

の
程
度
は
遁
k

た
る



も
の
で
、
柄
子
殻
の
形
成
も
認
め
左
か
っ
た
。
然
し
菌
の
侵
入
と
共
に
葉
は
同
様
股
落
し
た
。
叉
オ
ホ
パ
イ
ボ
タ
も
一
一
一

O
l四
O
d持
は
費
病

す
る
が
無
傷
の
場
合
は
全
く
費
病
せ
歩
、
柄
子
殻
は
裏
面
接
種
の
場
合
の
み
形
成
さ
れ
た
。
又
ヒ
イ
ラ
ギ
、
キ
ソ
ケ
イ
等
は
本
質
験
に
於
て

は
新
薬
で
な
か
ワ
た
筋
か
有
傷
の
場
合
‘
全
く
醤
病
し
た
か
り
た
か
ら
之
等
め
植
物
に
劃
し
て
病
原
性
役
有
す
る
か
否
か
は
明
瞭
で
念
い
。

要
す
る
に
本
病
菌
は
a
f
シ
モ
ク
セ
イ
の
生
業
に
傷
が
あ
れ
ば
容
易
に
寄
生
し
、
寄
生
に
よ
り
て
葉
の
股
落
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し

自
然
に
於
て
は
共
の
新
奮
を
聞
は
や
生
葉
K-寄
生
し
て
居
る
か
ら
極
め
て
微
細
た
傷
、
又
は
無
傷
の
榔
分
か
ち
で
も
侵
害
し
縛
る
も
の
の
釦

〈
で
あ
る
・
キ
ン
を
タ
セ
イ
及
び
共
の
他
の
近
縁
植
物
は
有
傷
め
場
合
た
於
て
の
み
僅
か
に
共
住
容
を
受
け
る
が
、
共
病
班
の
費
育
蔓
延
は

ギ
ン
モ
ク
セ
イ
に
比
し
て
甚
だ
緩
慢
で
あ
り
、
自
然
に
於
て
は
禾
だ
共
の
量
生
を
認
め
て
友
い
.

六
、
本
薗
の
所
属
並
に
名
穂

上
記
の
形
態
か
ら
本
病
菌
は
不
発
金
菌
類
、
擬
球
殻
菌
科
、
』
-
b山
之
宮
鉄
骨

ha
岡崎
の
も
の
で
あ
る
事
鉱
閉
ち
か
で
あ
る
。

モ
ク
セ
イ
〈
。

ssssv属
の
植
物
に
寄
生
す
る
フ
ロ
ス
チ
ク
タ
嵐
菌
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
に
は

』凶さ
h
h
g
a
q
H
a
s
a
-
S
き
.8ha

が
あ
る
・
該
菌
は
ツ
リ
シ
キ
エ
p
l
(
吋
冨
吉
田
岡
田

H
V
2
2
3氏
が
伊
太
利
ナ
ポ
リ
植
物
園
栽
植
の
モ
ク
セ
イ

(
p
s
a
a吉
岡
、
2
1
a
E
)

の
生
葉
に
費
生
し
た
物
を
採
集
研
究

L
テ
ポ
F
植
物
園
報
告
第
一
』
一
巻

SEE-
。『同・切
2
・

2
唱
。
ロ
圃
・同
ν・
一品

Z
同町
-v

に
記
載
し
た
種
類
で
あ

る
.
共
ザ
ツ
カ
ル

F
{
r
s
B
S
U
氏
菌
譜
二
五
容
六
二
頁
〈
干
丸
一
ニ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
特
債
の
慨
要
を
書
出
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。

『
病
斑
は
葉
の
先
端
に
生
じ
屋
三
莱
の
b
T
分
舵
及
び
両
面
性
管
あ
る
が
上
面
で
は
槌
色
し
下
函
で
は
補
色
で
あ
る
。
輪
廓
は
隆
起
し
投
献
で

鰐
色
を
呈
し
判
然
と
区
劃
さ
れ
お
.
大
さ
ニ

t主
・五

xニ
i
こ
・
五
糎
、
柄
予
震
は
上
薗
に
多
数
密
に
群
生
L
著
明
で
精
犬
き
く
表
皮
?
に

S
T
Y

そ
，
セ
イ
の
荷
重
鋳
に
恥
い
て

開
玉



ギ
リ
イ
モ
グ
セ
イ
の
褐
瑳
病
に
底
い
て

四
五

生
や
る
が
後
に
露
出
す
る
。
形
は
時
洋
梨
扶
を
な
し
著
し
く
突
出
し
黒
色
で
あ
る
。
直
径
一
五

O
t二
五
ーO
μ
、
高
さ
一

o
o
i一
七

O
μ

外
壁
は
粗
た
る
柔
組
織
妹
、
帯
責
禍
色
。
子
柄
は
無
又
は
存
在
。
柄
胞
子
は
多
数
に
し
て
紡
鰻
紙
、
最
小
限
一
!
二
例
の
油
滴
を
有
し
或
は

有
ぜ
占
y
。
回
早
胞
.
無
色
.
七

l
丸
・
五
×
ニ

μ
。
」
此
記
載
を
著
者
等
の
菌
と
比
較
す
る
と
多
少
一
致
を
訣
い
だ
賠
は
な
い
で
も
た
い
が
、
主

な
る
黙
で
一
致
す
る
か
ら
蝦
に
之
に
宛
て
暫
く
此
名
稽
を
遁
用
す
る
事
と
す
る
。

七
、
摘

要

一
、
本
報
告
は
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
の
葉
に
一
種
特
徴
の
あ
る
椙
斑
病
を
起
す
フ
ロ
ス
チ
タ
タ

(』》』
v
h
h
g
a司

E
V
属
菌
に
開
す
る
記
述
で
あ
る
・

二
、
本
病
菌
は
本
邦
で
は
未
知
の
種
類
で
共
の
形
態
か
ら
』
ぷ
匂

hhgaqsb陶器
S
き
gha
吋
国
H
Z
白
回
目
自
に
宛
て
て
記
載
し
た
。

又
共
病
蹴

か
ら
褐
斑
病
の
和
名
を
使
用
し
た
。

一
三
、
本
病
菌
菌
赫
は
馬
鈴
薯
世
帯
天
培
養
基
で
良
く
費
育

L
‘
培
養
基
上
に
柄
子
設
を
生
じ
柄
胞
子
を
形
成
す
る
。

四
、
本
菌
菌
赫
の
費
育
最
低
温
度
は
一

O
度
最
高
温
度
は
三

0
1一
一
一
度
で
最
趨
温
度
は
ニ
七
度
附
近
の
様
で
あ
る
・

五
、
接
種
試
験
の
結
果
で
は
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
に
は
容
易
に
生
葉
の
有
傷
部
に
侵
入
し
、

一
五
日
間
位
で
病
斑
部
に
成
熟
せ
る
柄
子
殻
を
形

成
す
る
。

去
、
本
病
菌
は
ギ
u
d

モ
ク
セ
イ
の
近
総
植
物
な
る
キ
シ
モ
ク
セ
イ
、
オ
ホ
〆
イ
ボ
タ
、
オ
リ
l
プ
等
を
も
有
侮
の
場
A
帽
に
瓜
侵
害
し
縛
る
。



宮署筋

二

岡

第

三

週

筋

四

圃

第

五

圃

廓

六

圃

圃

詮

現

版

の

回

組
制
斑
病
菌
(
副
主

E
5
h由
。

gaEhsha
目
白
吉
田
岡
田
岡
)
の
純
綜
倍
益
を
ギ

y
モ
グ
セ
イ
の
襲
に
倭
語
帽
し
一
五
日
間
後
の
授
病
伏
況
品

肉
っ
て
左
側
は
漢
の
裏
面
の
病
涯
、
右
側
は
表
面
の
病
瑳
。
病
瑳
内
に
は
病
菌
の
柄
子
般
が
小
陸
相
動
と
し
て
認
め
ら
れ
る

(
1
E
倍〉

ギ
Y

モ
グ
セ
イ
の
被
害
襲
上
に
形
成
の
禍
瑳
病
菌
の
柄
胞
子
(
一

0
0
0倍
)
。

同
右
、
柄
子
殻
(
ニ

O
O居
間
〉
@

ギ
ン
モ
グ
セ
イ
禍
斑
病
菌
の
柄
子
般
(
二
五

O
倍
〉
。

同
右
、
柄
胞
子
〈
ニ
ニ

O
O倍
ヨ

ギ
Y

モ
グ
セ
イ
禍
斑
病
の
病
徹
〈
貨
物
大
)
。

• 

X
T
Y
モ
グ
セ
イ
の
穂
高
品
病
に
就
い
て

四
五
三
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